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故
郷

薗
岡
山
的
Ｄ
Ｎ
Ａ

　
田
畑
や
川
に
囲
ま
れ
た
岡
山

市
郊
外
の
病
院
の
地
下
室
。
窓

の
な
い
7
0
平
方
肩
ほ
ど
の
こ
の

部
屋
に
、
世
界
と
つ
な
が
る

　
「
窓
」
が
あ
る
。

　
　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
。
世
界
各
地

で
医
療
支
援
を
続
け
る
国
連
認

定
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
本
部
だ
。

　
机
に
並
ん
だ
４
台
の
フ
ァ
ク

ス
や
パ
ソ
コ
ン
に
は
、
世
界
の

紛
争
地
や
被
災
地
か
ら
も
英
文

の
書
類
や
づ
Ｉ
ル
が
次
々
と
飛

び
込
ん
で
く
る
。

　
階
段
を
上
が
っ
た
１
階
の
診

察
室
で
は
、
内
科
医
と
し
て
患

者
に
向
か
い
、
地
下
の
本
部
で

は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
と
し
て

　
「
世
界
の
患
者
」
と
向
き
合

う
。
こ
ん
な
生
活
を
2
0
年
近
く

続
け
て
い
る
。

講時よ然　群山も文時ん　いにた
がはうな医の大受系｀じーうしー－
多大にら者安医験志父やジで神

か学な｀のい学゜望のなユ　歩何の
っ扮っ海道岡部私だ何いバ　いか見
た争だ外に山に大っげかイ　てにえ
　゜がのに入大合のたな≒ツ　き導ざ
海激も目っを格法がい高ア　たかる
外し偶をた選し学｀一校１　入れ手

|

旅く然向のん゛部医言３も　生るが韻願
行｀゜けがだ授と学で年い　だよあ肩
ブ休当る偶゜業岡部｀のい　とうっ

Ｉ
ム
も
あ
り
、
大
学
４
年
の
6
9

年
、
マ
レ
ー
ー
・
シ
ア
や
タ
イ
、
・
イ

ラ
ン
な
ど
ア
ジ
ア
1
2
力
国
を
1
0

力
月
か
げ
て
放
浪
し
た
。

茂さん(56)地球上で尽きない天災、貧困、紛争…。「教え

る命があれば、ＡＭＤＡはどこへでも行きま

す」＝岡山市楢津のＡＭＤＡ本部で
　
す
が
な
み
・
し
げ
る
　
4
6
年
1
2
月
2
9
日
、
広
島
県
神
辺
町
生
ま
れ
。
岡
山
大
学
医
学
部
在
学

中
か
ら
、
ア
ジ
ア
ヘ
の
医
療
支
援
活
動
に
取
り
組
み
、
8
4
年
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
設
立
。
肌
年
に
岡

山
市
に
菅
波
内
科
医
院
（
現
ア
ス
カ
国
際
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
を
開
業
。
0
2
年
８
月
か
ら
県
の
「
岡

山
発
の
国
際
貢
献
を
考
え
る
会
」
委
員
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
国
際
貢
献
の
分
野
で
は
、
加
茂
川
町
が
9
4
年
、
町
ぐ
る
み
で
国
際
貢
献
に
取
り
組
む
全
国
初

の
国
際
化
推
進
条
例
を
制
定
。
哲
多
町
は
0
1
年
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
協
力
し
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
育
成
す
る
「
公
設
国
際
貢
献
大
学
校
」
を
開
設
し
た
。

　
芳
井
町
出
身
の
内
山
完
道
は
、
魯
人
ら
中
国
の
知
識
人
と
交
流
、
戦
後
の
日
中
屋
温
会
創

立
に
も
尽
く
し
た
。
倉
敷
市
の
元
陸
軍
通
訳
永
瀬
隆
は
、
タ
イ
・
ミ
ヤ
ン
了
・
・
間
の
泰
緬
鉄
道

建
設
で
死
亡
し
た
連
合
国
軍
捕
虜
の
慰
霊
活
動
で
、
英
国
政
府
か
ら
感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
。

　
「
医
者
」
と
「
海
外
」
。
二

つ
の
偶
然
は
翌
7
0
年
、
一
つ
の

「
国
際
貢
献
」
と
な
っ
て
実
を

結
ぶ
。

　
知
人
の
紹
介
で
、
所
属
し
て

い
た
邦
楽
研
究
会
の
仲
間
と
タ

イ
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境
地
帯
ク

ワ
イ
何
の
開
拓
農
場
に
演
奏
会

に
出
か
け
た
。
「
医
者
や
医
学

部
生
か
い
る
な
ら
検
診
も
や
っ

て
く
れ
」
と
頼
ま
れ
た
。
１
０

０
人
以
上
が
詰
め
か
け
、
回

虫
、
ぎ
ょ
う
虫
な
ど
二
重
三
重

に
寄
生
虫
が
見
つ
か
っ
た
。
日

本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な

衛
生
環
境
に
驚
い
た
。
マ
ラ
リ

ア
も
発
生
す
る
危
険
地
帯
だ
っ

た
こ
と
は
後
で
知
っ
た
。

　
帰
国
後
、
農
場
主
か
ら
手
紙

が
届
い
た
。
「
保
健
委
員
会
と

診
療
所
を
つ
く
り
ま
し
た
。
来

年
も
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
」
。

誰
か
の
役
に
立
て
る
と
い
う
こ

と
が
、
新
鮮
で
う
れ
し
か
っ

た
。
活
動
の
た
め
の
寄
付
集
め

で
、
「
今
後
は
ど
う
す
る
」
と

聞
か
れ
、
「
来
年
も
や
り
ま

す
」
と
答
え
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
結
局
、
こ
の
農
場
に
は

調
査
も
含
め
約
1
0
年
通
っ
た
。

　
医
師
に
な
っ
て
３
作
目
の
7
9
　
問
の
休
戦
を
呼
び
か
け
る
。
米

年
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
誕
生
し
た
　
の
同
時
多
発
テ
ロ
前
の
9
8
作
に

ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
に
よ
る
大
量
　
は
、
内
戦
中
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

虐
殺
で
、
タ
イ
と
の
国
境
に
難
　
ン
か
ら
タ
リ
バ
ン
と
北
部
同
盟

民
が
殺
到
し
た
。

　
医
学
生
２
人
と
現
地
へ
向
か

っ
た
が
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
場

所
す
ら
つ
か
め
ず
、
よ
う
や
く

た
ど
り
善
い
て
も
、
信
用
が
な

く
受
け
入
れ
を
断
ら
れ
た
。
何

も
で
き
ず
に
１
週
間
で
帰
国
。

善
意
だ
け
で
は
空
回
り
す
る
こ

と
を
痛
感
し
た
。
そ
の
思
い

が
、
海
外
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
・
ク

作
り
に
向
か
う
。
ア
ジ
ア
諸
国

の
医
師
や
医
学
生
ら
に
呼
び
か

け
、
8
4
年
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
、

日
本
の
３
力
国
、
十
数
人
で
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
を
立
ち
上
げ
た
。

　
』
－
冒
顕
職
。

　
設
立
か
ら
も
う
す
ぐ
2
0
年
。

弱
者
に
共
鳴
の
風
土

　
　
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
育
て
た

支
部
は
世
界
中
に
3
0
力
所
、
姉

妹
組
織
は
2
5
力
所
に
な
っ

た
。
会
員
も
国
内
外
で
１
８
０

０
人
に
の
ぼ
り
、
現
在
は
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
コ
ソ
ボ
、
ル

ワ
ン
ダ
な
ど
1
7
力
国
で
活
動
中

だ
。

　
可
能
性
も
膨
ら
ん
で
い
る
。

こ
こ
数
年
、
新
た
な
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
「
医
療
和
平
」
を
提

唱
し
て
い
る
。
各
地
に
「
転

移
」
し
て
い
く
紛
争
を
、
医
療

支
援
を
き
っ
か
け
に
「
治
療
１
‐

し
よ
う
と
い
う
考
え
だ
。

　
対
立
す
る
グ
ル
ー
プ
や
地
域

で
、
平
等
に
治
療
や
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
す
る
代
わ
り
に
、
そ
の

の
代
表
者
を
岡
山
に
招
き
、
合

意
轡
に
サ
イ
ン
す
る
と
こ
ろ
ま

で
こ
ぎ
つ
け
て
い
た
。

　
　
「
紛
争
に
よ
る
緊
急
支
援
が

必
要
と
な
る
地
域
を
広
げ
な
い

た
め
に
も
、
医
療
支
援
で
小
さ

な
和
平
を
積
み
上
げ
て
い
き
た

い
ん
で
す
」

　
‘
闇
闇
扇
頭
『

　
そ
の
た
め
に
も
国
内
で
や
る

こ
と
が
あ
る
。
□
癖
に
な
っ
た

　
「
西
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
東
の
岡

山
」
の
実
現
だ
。

　
国
連
の
人
道
援
助
機
関
が
集

ま
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
よ
う
に
、

市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
マ
・
・

と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
を
核
と
し

て
、
岡
山
に
民
間
の
人
道
援
助

機
関
を
集
積
さ
せ
る
と
い
う
構

想
だ
。
手
応
え
は
十
分
感
じ
て

い
る
。

　
9
5
年
の
阪
神
大
震
災
で
は
、

被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

必
に
多
く
の
岡
山
県
民
が
駆
け

つ
け
た
。
２
万
入
超
の
死
者
を

出
し
た
0
1
年
の
イ
ン
ド
西
部
地

震
で
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
急
な
協

力
呼
び
か
け
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
衣
料
や
食
料
な
ど
救
援
物

資
が
大
量
に
寄
せ
ら
れ
、
３
日

間
で
チ
ヤ
ー
ー
・
夕
１
し
た
貨
物
機

を
満
杯
に
し
た
。

　
　
「
弱
者
が
存
亡
の
危
機
に
立

だ
さ
れ
た
時
、
何
と
か
助
け
よ

う
と
す
る
の
が
岡
山
。
弱
者
に

共
鳴
で
き
る
精
神
風
上
は
財
産

で
す
よ
。
だ
か
ら
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
も

続
け
ら
れ
た
」

　
神
が
与
え
た
約
束
の
地
が
岡

山
だ
っ
た
。
そ
う
信
じ
て
い

る
。
　
　
　
　
　
（
敬
称
賂
）
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